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わかりやすく使いやすい物流施設

ロジスクエア福岡小郡　　完成
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（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月１９日　（火曜日）

　このたび、福岡県小郡市で開発を進めてまいりました物流施設
「ロジスクエア福岡小郡」が完成いたしました。
　開発地は、九州自動車道、長崎自動車道、大分自動車道の結節点
である鳥栖ＪＣＴから東へ５㎞の筑後小郡ＩＣに隣接した物流適地
です。近くに主要地方道久留米筑紫野線、県道本郷基山線、国道号
線などの幹線道路も配置された交通利便性の高い立地メリットを有
しています。甘木鉄道の今隈駅からは約ｍと、労働力を確保す
る観点で優位性の高い場所でもあります。

　オーダーメイド型（ＢＴＳ型）の賃貸用物流施設であり、入居す
るテナント企業様の要望に基づき、建物は倉庫棟と危険物庫棟で構
成しています。本体棟の外観は当社開発物件「LogiSquare」のブ
ランドロゴを大きく配置した特徴的なものとしました。本体棟の施
設内は、ブレース無しの構造計画とすることで、庫内の保管効率を
向上させており、当社開発物件の特徴である機能性を可視化したサ
インを各所に設置して、庫内オペレーションの安全面や機能面の向
上に寄与するものとなっております。
　危険物庫棟は４棟に分棟することで、さまざまな状況に応じて、
フレキシブルな使用が可能になっております。
　また、本物件は九州産天然木材の型枠兼仕上げ材を事務室やエン
トランスホールの天井面に採用しており、建物自体の炭素固定を促
進・ＣＯを削減する施策も行っております。
　結びに、さまざまな要望に丁寧に対応いただき、設計・施工を手
掛けていただきました松尾建設様および協力会社の皆さまに御礼申
し上げます。

北東面

■工　事　名：ロジスクエア福岡小郡新築工事
■工事場所：福岡県小郡市山隈字向浦－８、－

９、－
■発　注　者：株式会社シーアールイー
■設　計　者：松尾建設株式会社　一級建築士事務所
■施　工　者：松尾建設株式会社
■敷地面積：，．㎡

■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣＳ造（柱ＲＣ、梁Ｓ）
■階　　数：４階
■用　　途：倉庫
■工　　期：年月１日～年２月日

写真提供：松尾建設
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倉庫内 荷捌きスペース

事務室 危険物庫

エントランス

　計画地は大分自動車道の筑後小郡ＩＣに隣接し、農業と工業の調
和を目的として総合的流通業務の集積を図っている「筑後小郡ＩＣ
地区　地区計画」内に計画されました。
　本建物は北側全面に出幅ｍの大型庇を設けたトラックバースを
配置する事で、雨天時等のオペレーションにも対応し、また外部の
歩車分離を適切に行い、わかりやすく使いやすい物流施設となる事
を目指しました。倉庫３層の中に、コア部分を４層設けることで階
高の有効利用を図り、事務所面積を確保した事や、別棟で平屋の危
険物倉庫を４棟配置した事で、今後のさまざまな物流ニーズにも対
応できる計画としています。

　外観は外壁の断熱サンドイッチパネルを３色組み合わせた色彩計
画とすることで、圧迫感を軽減し、地区の景観や周辺環境との調和
に配慮しました。外部のサインデザインは物流施設の疾走感を、ア
イコンで表現しました。
　内装では、九州産天然木材を活用した「ＭＩデッキ」を設え、木の
温もりを感じられるデザインのアクントとして、倉庫内で働く方々
へ安らぎを与えます。
　環境配慮としては、全館ＬＥＤ照明、人感センサー、井水利用、
節水型衛生器具等を採用し、ＣＡＳＢＥＥ―建築のＡランク認証取
得およびＢＥＬＳ（建築物省エネルギー性能表示制度）でも最高ラ
ンクの★★★★★を取得しています。

松尾建設　建築設計部　建築設計課　小仲裕一郎


